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( 1）子どもの見方や考え方9 聞いをとらえ

事前に子どもの見方や考え方ヲ問いをとらえることを大切にする。小学校で、はう日々

子ヲ生活日記等から自然事象に対してどのような見方や考え方をもっているかをとらえる。中

では9 学習前に単元の学習に関する自然事象をとりあげ9 素朴概念調査を行いヲ子どもの見方や考

え方をとらえる。このように9 子どもの素朴な見方や考え方をとらえた上で，単元構想を考えていく。

(2）問いのつながUを大闘にして

単元構想に当たってはラ聞いのつながりを大切にしていきたい。教師は，単元を通して「植物の

共通性と多様性 （！J＼学 3年）」や「速さの変化の仕方の理解（中学3年）Jのような単元を貫く柱

もとにラ子どもたちに任せて考えさせることと，教師から提案レて示すことを明確に整理しておく。

(3）子どもたちが聞いを見いだすために，自撚事象との出会わせ方を工夫する
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